
平 成 ２ ２ 年 ８ 月 ６ 日

消 費 者 庁

消費生活用製品の重大製品事故に係る公表について

消費生活用製品安全法第３５条第１項の規定に基づき報告のあった重大製品事

故について、以下のとおり公表します。

１．ガス機器・石油機器に関する事故 ５件

（うちガスこんろ（都市ガス用）１件、ゴム管（ＬＰガス用）１件、

ガス栓（ＬＰガス用）１件、カセットこんろ１件、

ガスこんろ（ＬＰガス用）１件）

２．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、

製品起因が疑われる事故 ６件

（うちエアコン２件、扇風機１件、電気こんろ１件、電子レンジ１件、

電気冷蔵庫１件）

３．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、

製品起因か否かが特定できていない事故 １０件

（うち除湿乾燥機１件、自転車１件、介護ベッド用手すり１件、

自転車用幼児座席１件、花火（手持ち花火）１件、椅子１件、

電気式床暖房１件、四輪台車（アルミ製）１件、携帯電話１件、

電気冷蔵庫１件）

４．製品起因による事故ではないと考えられ、今後、製品事故公表等調査会及び第三者

委員会合同会議（※）において、審議を予定している案件

該当案件無し

１．～４．の詳細は別紙のとおりです。

※正式名称は「消費者委員会消費者安全専門調査会製品事故情報の公表等に関する

調査会及び消費経済審議会製品安全部会製品事故判定第三者委員会合同会議」と

いう。

５．留意事項

本公表内容については、速報段階のものであり、今後の追加情報、事故調査の進展

等により、変更又は削除される可能性があります。



６．特記事項

(1)三洋電機株式会社が製造した扇風機（管理番号A201000370）

①事故事象及び再発防止策について

三洋電機株式会社が製造した扇風機で、電気部品の経年劣化により出火する事故が

発生しました。当該製品は１９７３年以前に製造されていたものです。

同社は、１９７７年以前に製造された同社製扇風機について、平成１９年８月から

本年６月までに毎年、新聞広告を掲載し、平成１９年９月にはテレビ広告を実施する

などして、使用の中止を呼びかけています。

②消費者への注意喚起

同社は、該当する製品をご使用の方は直ちに製品の使用を中止するよう呼びかけて

います。コンセントから電源プラグを抜いて、下記の問い合わせ先に速やかに御連絡

ください。

（三洋電機株式会社扇風機相談室の問い合わせ先）

フリーダイヤル：０１２０－３４－０９７９

受 付 時 間：９時～１７時（土、日、祝日を除く）

ホームページ：http://jp.sanyo.com/

(2)富士工業株式会社が製造した電気こんろ（一口こんろ）（管理番号A201000376）

※サンウエーブ工業株式会社製ミニキッチンに組み込まれたもの

①事故事象及び再発防止策について

富士工業株式会社が製造した電気こんろにおいて、当該製品の上に置かれた可燃物

が溶損する火災が発生しました。

小型キッチン等に組み込まれた電気こんろ（つまみが飛び出しているもの）につい

ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故

が多発していることから、各事業者においてつまみ（スイッチ部）の無償改修（つま

みの周囲にカバーを取付ける）を行っています。

さらに、電気こんろメーカー及びキッチンユニットメーカー１３社は、平成１９年

６月２０日に「小形キッチンユニット用電気こんろ協議会」を設立し、再発防止のた

め、１００％改修を目指した抜本的対策を、平成１９年７月３日及び同月３１日に公

表し、改修を進めています。

「一口電気こんろ」と同様のスイッチ構造を持つ「上面操作一口電気こんろ」及び

「複数口電気こんろ」については、平成１９年８月１日に改修対象に加え、新聞社告

を掲載し、また、新聞折り込みチラシの配布を全国で展開する等改修を進めています。

なお、製造事業者等が改修のためにダイレクトメールを届けたり直接訪問を行った

ものの、留守であったり、返信を頂けず改修が出来なかったケースでも火災事故が発

生しております。

※一口電気こんろ

改修対象台数 ５３０，４０１台（全社合計）

改修率 ９４．６％（平成２２年７月３１日現在）

※上面操作一口電気こんろ

改修対象台数 ６０，９６９台（全社合計）

改修率 ７０．３％（平成２２年７月３１日現在）



※複数口電気こんろ

改修対象台数 １４７，７００台（全社合計）

改修率 ６７．８％（平成２２年７月３１日現在）

②消費者への注意喚起

当該製品を含む電気こんろのつまみカバーのない製品について、火災事故が多発し

ています。当該電気こんろはつまみ部分にカバーがなく露出しており、身体や荷物が

触れてしまうと気がつかないうちに火災につながる恐れがあります。

消費者の皆様におかれましては、電気こんろの上や周辺に可燃物を置くことを避け

ていただくとともに、電気こんろのつまみにカバーのない製品をお使いで、まだ製造

事業者等の行う改修を受けておられない方は、下記問い合わせ先等に速やかにご連絡

ください。

消費者の皆様並びに当該製品を設置するアパート等を所有又は管理されている皆様

におかれましては、製造事業者等が行う訪問改修にご協力くださいますようお願いし

ます。

（富士工業株式会社の問い合わせ先）

フリーダイヤル：０１２０－５００－６２１

受 付 時 間：９：００～１７：００（土、日、祝日を除く）

ホームページ：http://www.fjic.co.jp/recall/index.html

メールでの改修依頼の受付も行っています。

（サンウエーブ工業株式会社の問い合わせ先）

フリーダイヤル：０１２０－１９０－５３０

受 付 時 間：９：００～１７：３０

（土、日、祝祭日、年末年始、夏季休暇を除く）

ホームページ：http://www.sunwave.co.jp/index3.html

（小形キッチンユニット用電気こんろ協議会の問い合わせ先）

フリーダイヤル：０１２０－３５５－９１５

電 話 番 号：０３－３５５６－５９１５

受 付 時 間：土、日、祝日及び８／１１～１６、１２／２９～１／４を除く

ホームページ：http://www.denki-konro.jp/

(3)松下住設機器株式会社（現 パナソニック株式会社）が製造した電子レンジ

（管理番号A201000379）

①事故事象及び再発防止策について

松下住設機器株式会社（現 パナソニック株式会社）が製造した電子レンジを使用

中に製品より発煙・発火する事故が発生しました。

当該製品は、内部部品（ダイオードブリッジ）の製造上のばらつきにより、一部の

製品において、当該製品の吸気口が埃等により塞がれたまま使用を続けると、部品内

部のはんだ部の劣化が進み、はんだクラックが生じ、スパークが発生し、発煙・発火

に至る可能性があるものです。このため、同社は、平成１９年５月３１日に新聞社告

を掲載し、その後、平成２１年７月に量販店の顧客情報を活用したダイレクトメール

の送付、平成１９年７月、平成２０年１１月、平成２１年９月、平成２２年４月に合

計４回の新聞折り込みチラシの配布等を通じて、注意喚起を行うとともに、対象製品

について無償改修を実施しています。



②対象製品等

機種・型式 製造期間 対象(販売)台数

ＮＥ－ＡＢ５０ 昭和６３年１２月～平成 ３年 ６月 ７３，９６０

ＮＥ－ＡＴ６６ 平成 元年 ４月～平成 ３年 ２月 ２１１，９９３

ＮＥ－Ａ５５５ 平成 元年 ４月～平成 ３年 ７月 ２９８，０９１

ＮＥ－ＡＴ７０ 平成 元年１２月～平成 ３年１２月 ３１２，０１１

ＮＥ－Ｐ３００ 平成 ２年 ２月～平成 ２年 ５月 １９，０４６

ＮＥ－Ｐ５００ 平成 ２年 １月～平成 ３年１０月 １３１，９４３

ＮＥ－Ａ５７５ 平成 ２年 ９月～平成 ３年 ７月 ９３，９７２

ＮＥ－ＯＴ１ 平成 ３年 １月～平成 ３年１２月 １３４，７７３

ＮＥ－ＡＣ５０ 平成 ３年 １月～平成 ４年 ９月 １１４，６０４

ＮＥ－ＡＣ６０ 平成 ３年 ７月～平成 ４年 ７月 １２８，２８６

ＮＥ－ＯＴ２ 平成 ３年１２月～平成 ４年１２月 １２６，５８２

ＮＥ－ＡＴ８０ 平成 ３年１２月～平成 ５年１２月 ２８６，４７９

合 計 １，９３１，７４０

・改修対象台数 １，９３１，７４０台（全１２機種合計）

・改修率 ２０．７％（平成２１年６月３０日現在）

③消費者への注意喚起

当該製品を含むリコール対象製品をお使いで、まだ製造事業者の行う改修を受けて

おられない方は、下記問い合わせ先に速やかにご連絡ください。

（パナソニック株式会社の問い合わせ先）

フリーダイヤル：０１２０－８７１－６８２

受 付 時 間：９：００～１７：００（土、日、祝日を除く）

ホームページ：

http://panasonic.co.jp/ha/info/important/product/index.htm

(4)ＬＧ電子ジャパン株式会社（現 LG Electronics Japan株式会社）が輸入した電

気冷蔵庫（管理番号A201000382）

①事故事象及び再発防止策について

ＬＧ電子ジャパン株式会社株式会社（現 LG Electronics Japan株式会社）が輸入

した電気冷蔵庫において、コンデンサーの製造不良により、コンデンサー内部の酸化

が進行し、規定以上の電気抵抗が生じ、これに伴い発熱し、発火する事故が発生しま

した。

このため同社は、平成２０年１２月１６日にプレス公表、ホームページでの告知を

行うとともに、平成２０年１２月１７日に新聞社告を掲載し、注意喚起を行ない、対

象製品の無償改修（ヒューズ機構付きコンデンサとの交換）を実施しています。

②対象製品等：型名、製造年月日及び改修対象台数

対象機種一覧

型名 製造年月日 改修対象台数



ＬＲ－Ａ１７ＰＳ
平成15年(2003年)9月25日～

３６，１２８
平成17年(2005年)3月27日

ＬＲ－Ｂ１７ＮＷ
平成16年(2004年)1月30日～

１２，４０９
平成17年(2005年)4月1日

計 ４８，５３７

改修対象台数 ４８，５３７台

改修率 ２６．５％（平成２２年６月３０日現在）

対象製品の確認方法：型名は、該当製品本体の下図３箇所に表示。

③消費者への注意喚起

リコール対象製品をお使いで、まだ事業者の行なう改修を受けておられない方は、

下記問い合わせ先に速やかにご連絡ください。

（LG Electronics Japan株式会社の問い合わせ先）

フリーダイヤル：０１２０－００４０－２７

受 付 時 間：９：００～１８：００（土、日、祝日を除く）

ホームページ：http://www.lg.com/jp/press-release/article/recall.jsp

 

 

 

 

【②冷蔵室の扉内側】 

【③本体右側面】 

【①正面右側】 

 



(5)東芝キヤリア株式会社が製造したエアコン（管理番号A201000384）

①事故事象及び再発防止策について

東芝キヤリア株式会社が製造したエアコンを使用中、当該製品から発煙する火災が

発生しました。

当該製品は、エアコン室内機のファンモーターのリード線接続部分に、エアコン洗

浄液等の電気を通しやすい物質又は、室内機内部で発生した結露水が浸入・付着する

ことによって、トラッキング現象が生じ、室内機の発煙・発火に至るおそれがあると

して、同社が事故の再発防止を図るため、平成１６年８月２０日に新聞社告を掲載す

るとともに、新聞折り込みチラシ、交通広告（電車内）等の注意喚起を累次行い、対

象製品の無償改修（水分等の浸入を遮断するカバーの取付け等）を実施しています。

②対象製品等：機種・型式名、製造期間及び改修対象台数

機種・型式名 製造期間 改修対象台数

RAS- 225LDR、255LDR、285LDR、

325LDR、406LDR、506LDR 1998年9月～2000年6月 218,626

255LDR-D、285LDR-D、 （RAS-×××LDRシリーズ）

406LDR-D、255LDR-G、

285LDR-G、2559SDR、

2859SDR、4069SDR、

V285DR

RAS- 225YDR、255YDR、285YDR、

325YDR、405YDR、406YDR、 1999年9月～2001年3月 287,560

506YDR、255YDR-D、 （RAS-×××YDRシリーズ)

285YDR-D、406YDR-D

V285DR3、2833D-I

HAS- M221FDR1、M281FDR1

RAK- 285DR3、405DR3 1999年11月～2002年1月 20,259

RAG- 283E、323KE、403KEJ

（東京ガス(株)ブランド）

TS- B2842U-S,(GY)、

B3242U-S,(GY)

B4052U-S

（大阪ガス(株)ブランド）

144-0014、144-0015

144-0016、144-0017

144-0019

（東邦ガス(株)ブランド）

THCI-4932RC

SIK- J500AX、J630AX、

P500HX、P630HX

合 計 526,445



改修対象台数 ５２６，４４５台

改修率 ７２．５％（平成２２年７月３１日現在）

対象製品の確認方法：対象製品の型名は、製品に向かって左側面の銘板、又は製品

に向かって左下面の銘板に記載されております。

製造番号の確認方法：銘板の右下隅に下記8桁の番号が印刷されています。



③消費者への注意喚起

対象製品をお持ちで、まだ事業者が行う無償改修を受けておられない方は、下記問

い合わせ先に速やかにご連絡ください。

（東芝キヤリア株式会社の問い合わせ先）

フリーダイヤル：０１２０－４４４－８９９

Ｆ Ａ Ｘ 番 号：０１２０－４４５－１７５

受 付 時 間：９：００～１８：００（土、日、祝日を除く）

ホームページ：

http://www.toshiba-carrier.co.jp/company/oshirase/aircon.htm

（本発表資料の問い合わせ先）

消費者庁消費者安全課（製品事故情報担当）

担当：中嶋、服部、榎本 電話：03-3507-9204（直通）

（三洋電機株式会社が製造した扇風機の発表資料に関する問

い合わせ先）

（富士工業株式会社が製造した電気こんろ（一口こんろ）の

発表資料に関する問い合わせ先）

（松下住設機器株式会社（現 パナソニック株式会社）が製造

した電子レンジの発表資料に関する問い合わせ先）

（ＬＧ電子ジャパン株式会社（現 LG Electronics Japan 株

式会社）が輸入した電気冷蔵庫の発表資料に関する問い合わ

せ先）

（東芝キヤリア株式会社が製造したエアコンの発表資料に関

する問い合わせ先）

経済産業省商務流通グループ製品安全課製品事故対策室

担当：宮下、吉津、山﨑 電話：03-3501-1707（直通）



■消費生活用製品の重大製品事故一覧 別　　　紙

１．ガス機器・石油機器に関する事故（製品起因か否かが特定できていない事故を含む）
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 機種・型式 事業者名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201000368 平成22年7月18日 平成22年8月2日
ガスこんろ（都市ガ
ス用）

IC-E601CB-R パロマ工業株式会社 火災
当該製品のグリルで調理中、その場を離れた
ところ出火し、当該製品及び周辺を焼損した。
使用状況も含め、現在、原因を調査中。

山口県

A201000371 平成22年7月17日 平成22年8月2日 ゴム管（ＬＰガス用） AC10001 株式会社十川ゴム 火災
ガスこんろに点火したところ、ガスこんろの後
方から出火する火災が発生し、当該製品及び
周辺を焼損した。現在、原因を調査中。

千葉県

A201000357、
A201000377と
同一事故
平成22年7月
21日に経済産
業省原子力安
全・保安院にて
公表済事故
平成22年7月
28日に消費者
安全法の重大
事故等にて公
表済事故

A201000377 平成22年7月17日 平成22年8月3日 ガス栓（ＬＰガス用）
YGF-200EL（矢
崎総業ブランド）

大洋技研工業株式会
社（矢崎総業ブラン
ド）

火災
ガスこんろに点火したところ、ガスこんろの後
方から出火する火災が発生し、当該製品及び
周辺を焼損した。現在、原因を調査中。

千葉県

A201000357、
A201000371と
同一事故
平成22年7月
21日に経済産
業省原子力安
全・保安院にて
公表済事故
平成22年7月
28日に消費者
安全法の重大
事故等にて公
表済事故

A201000378 平成22年7月23日 平成22年8月3日 カセットこんろ
AP-10(イワタニ
カセットフーブラ
ンド）

株式会社旭製作所
（イワタニカセットフー
ブランド）

火災
軽傷1名

当該製品に、カセットボンベを装着し点火した
ところ、カセットボンベが爆発し、負傷した。な
お、当該製品は電気こんろの上に置かれてい
た。現在、原因を調査中。

大阪府

A201000381 平成22年7月27日 平成22年8月4日
ガスこんろ（ＬＰガス
用）

IC-E801V6-R パロマ工業株式会社 火災

当該製品のグリルを使用中、当該製品の底
部から炎が上がり、当該製品及びその下に敷
かれていた可燃物等が焼損した。現在、原因
を調査中。

奈良県



２．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因が疑われる事故
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 機種・型式 事業者名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201000366 平成22年7月22日 平成22年8月2日 エアコン F22CTDS-W
ダイキン工業株式会
社

火災
当該製品から出火する火災が発生し、当該製
品が焼損、周辺を汚損した。現在、原因を調
査中。

石川県

A201000370 平成22年6月22日 平成22年8月2日 扇風機 EF-6UB 三洋電機株式会社
火災

軽傷1名

当該製品を使用中、当該製品から出火する
火災が発生し、当該製品及び周辺を焼損し
た。
事故原因は、長期間の使用によって始動用コ
ンデンサーの絶縁性能が低下し、内部短絡し
たために出火に至ったものと考えられる。

沖縄県

製造から35年
以上経過した
製品
平成19年8月
25日から使用
中止の呼びか
け

A201000376 平成22年7月26日 平成22年8月3日 電気こんろ

SBE-101-100V
（ｻﾝｳｴｰﾌﾞ工業
(株)製ﾐﾆｷｯﾁﾝに
組み込まれたも
の）

富士工業株式会社 火災

当該製品の上に置かれていた可燃物が溶損
し、当該製品及び周辺を汚損した。
事故原因は、身体の一部が当該製品のつま
みに触れてスイッチが入り、当該製品の上部
に置かれていた可燃物が溶損したものと考え
られる。

大阪府
平成19年7月3
日から共同リ
コール実施

A201000379 平成22年7月28日 平成22年8月3日 電子レンジ NE-P500
松下住設機器株式会
社（現　パナソニック
株式会社）

火災

当該製品を使用中、発煙・発火し、当該製品
及び周辺を焼損した。
事故原因は、当該製品の内部部品（ダイオー
ドブリッジ）の製造上のばらつきにより、当該
製品の吸気口が埃等でふさがったまま使用を
続けると、部品内部のはんだ部の劣化が進
み、はんだクラックが生じ、スパークが発生
し、発煙・発火に至ったものと考えられる。

大阪府

製造から15年
以上経過した
製品
平成19年5月
31日からリコー
ル実施

A201000382 平成22年7月28日 平成22年8月4日 電気冷蔵庫 LR-A17PS

ＬＧ電子ジャパン株式
会社（現LG Eｌｅｃｔｒｏｎｉ
ｃｓ Japan株式会社）
（輸入事業者）

火災

当該製品から出火する火災が発生し、当該製
品及び周辺を焼損した。
事故原因は、コンデンサーの製造不良によ
り、コンデンサー内部の酸化が進行し、規定
以上の電気抵抗が生じ、これに伴い発熱し、
発火したものと考えられる。

愛知県

平成20年12月
16日からリコー
ル実施
平成22年8月4
日に消費者安
全法の重大事
故等にて公表
済事故

A201000384 平成22年7月27日 平成22年8月4日 エアコン RAS-506LDR
東芝キヤリア株式会
社

火災

当該製品を使用中、異音がし、発煙する火災
が発生した。
事故原因は、当該製品のファンモーターの
リード線接続部分に、洗浄液等の電気を通し
やすい物質、又は、当該製品内部で発生した
結露水が浸入・付着することによって、トラッ
キング現象が生じ、発煙に至ったものと考えら
れる。

宮崎県

製造から10年
以上経過した
製品
平成16年8月
19日からリコー
ル実施



３．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因か否かが特定できていない事故
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201000367 平成22年7月15日 平成22年8月2日 除湿乾燥機
火災
軽傷

　（人数不明）

建物が焼損する火災が発生し、現場に当該製品があっ
た。出火元も含め、現在、原因を調査中。

岡山県

平成22年7月22日に
消費者安全法の重
大事故等にて公表
済事故

A201000369 平成22年7月27日 平成22年8月2日 自転車 重傷1名
当該製品で走行中、前輪部分より異音がし、転倒して負
傷した。現在、原因を調査中。

大阪府

平成22年8月4日に
消費者安全法の重
大事故等にて公表
済事故

A201000372 平成22年7月21日 平成22年8月2日 介護ベッド用手すり 重傷1名
当該製品のすき間に上腕部が挟まった状態で、床に転落
している利用者が発見された。利用者は腕を負傷してい
た。現在、原因を調査中。

愛知県

A201000373 平成22年6月4日 平成22年8月2日 自転車用幼児座席 重傷1名
幼児を当該製品に乗せて自転車で走行中、幼児の左足
が車輪に挟み込まれ、負傷した。当該製品の左側足乗せ
が脱落していた。使用状況も含め、現在、原因を調査中。

神奈川県

A201000374 平成22年6月23日 平成22年8月3日 花火（手持ち花火） 重傷1名
当該製品に点火後、後方より火が噴き出し負傷した。現
在、原因を調査中。

群馬県

A201000375 平成22年7月17日 平成22年8月3日 椅子 重傷1名
当該製品を使用中、座面下の溶接部分が割れ、転倒し、
負傷した。現在、原因を調査中。

東京都

平成22年8月4日に
消費者安全法の重
大事故等にて公表
済事故

A201000380 平成22年3月13日 平成22年8月4日 電気式床暖房 火災
当該製品を敷設した床から発煙し、当該製品及び周辺を
焼損した。施工状況も含め、現在、原因を調査中。

東京都

平成22年7月22日に
消費者安全法の重
大事故等にて公表
済事故

A201000383 平成22年4月11日 平成22年8月4日 四輪台車（アルミ製） 重傷1名

当該製品から異音がしたため近づいたところ、当該製品
の左後輪のホイールが外れ、手にぶつかり負傷した。当
該製品の右前輪と左後輪のタイヤが破裂していた。現在、
原因を調査中。

神奈川県

A201000385 平成22年7月27日 平成22年8月4日 携帯電話 火災
当該製品及び周辺が焼損する火災が発生した。出火元も
含め、現在、原因を調査中。

岩手県

A201000386 平成22年7月24日 平成22年8月4日 電気冷蔵庫 火災
当該製品及び周辺が焼損する火災が発生した。出火元も
含め、現在、原因を調査中。

愛知県

４．製品起因による事故ではないと考えられ、今後、製品事故公表等調査会及び第三者委員会合同会議において審議を予定している案件

該当案件無し
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http://panasonic-denko.co.jp/
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http://www.housetec.co.jp/

http://www.hitachi-ap.co.jp/

http://www.mitsubishielectric.co.jp/

http://www.denki-konro.jp/


